
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党 前杉並区議会議員 

杉並区民新聞  2024 年９月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

杉
並
区
は
２
１
日
に
第
４
回
下
井
草
ま
ち
づ
く
り
ラ
ボ
を
開
催
し
、
鉄
道
連

続
立
体
交
差
化
事
業
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。 

地
下
化
・
高
架
化
で
ど
う
変
わ
る
？
専
門
家
か
ら
情
報
提
供 

X（旧 Twitter）ID 

2024 年 9 月 25 日 №198 

ら
れ
る
場
合
は
地
下
構
造
の
事
業
費

を
補
助
対
象
額
と
す
る
こ
と
が
可
能
、

と
の
回
答
で
し
た
。 

環
境
に
対
す
る
行
政
の
対
応
と
し

て
環
境
影
響
評
価
の
制
度
の
説
明
や
、

工
事
期
間
や
影
響
に
つ
い
て
も
質
問

が
出
さ
れ
、
他
区
間
で
は
地
下
化
の
方

が
短
期
だ
っ
た
こ
と
な
ど
も
説
明
さ

れ
ま
し
た
。 

当
日
は
全
て
の
質
問
に
回
答
す
る

時
間
が
な
く
、
残
り
は
書
面
で
回
答
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

行
政
や
専
門
家
か
ら
具
体
的
な
説

明
が
さ
れ
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
ま

ち
が
変
化
す
る
か
の
イ
メ
ー
ジ
が
沸

き
、
住
民
の
関
心
が
大
変
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

始
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
で
狭

く
て
危
険
な
旧
早
稲
田
通
り
の
問
題

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
駅
周
辺

や
商
店
街
へ
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

西
武
線
の
鉄
道
連
立
の
講
義 

次
に
、
日
大
理
工
学
部
の
中
村
英

夫
教
授
か
ら
鉄
道
連
続
立
体
交
差
化

事
業
の
概
要
や
施
工
方
法
、
事
業
の

流
れ
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

中
村
教
授
は
東
京
都
の
事
業
評
価
委

員
（
都
の
事
業
の
内
容
及
び
対
応
方

針
の
案
に
つ
い
て
、
意
見
及
び
助
言

を
す
る
）
も
務
め
る
専
門
家
で
す
。 

 

気
に
な
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
事
業
者
が
１
割
、
行
政
が
９
割

で
、
う
ち
国
が
５
・
５
、
地
方
自
治
体

が
４
・
５
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
小
田
急
線
下
北
沢
駅
周
辺
の

地
下
化
で
線
路
跡
地
を
区
や
民
間
が

整
備
し
た
事
例
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

下
井
草
の
ま
ち
づ
く
り
の
講
義 

以
前
よ
り
こ
の
取
組
に
関
わ
っ
て

き
た
日
大
理
工
学
部
の
関
文
夫
教
授

は
、
模
型
と
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
地
下

化
・
高
架
化
後
の
下
井
草
駅
周
辺
の
空

間
や
線
路
跡
地
の
土
地
活
用
の
イ
メ

ー
ジ
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

地
下
化
に
な
っ
た
場
合
は
駅
舎
を

東
側
に
移
動
し
て
空
間
が
確
保
で
き

る
と
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
質
問
が
続
々
と 

 
講
義
の
後
、
参
加
者
か
ら
は
意
見
や

質
問
が
次
々
に
出
さ
れ
ま
し
た
。 

地
下
・
高
架
の
構
造
形
式
は
ど
う
決

ま
る
の
か
？
と
の
質
問
に
は
、
総
合
的

判
断
だ
が
国
の
補
助
金
は
安
い
方
の

事
業
費
を
補
助
対
象
限
度
額
と
す
る

の
が
原
則
。
た
だ
し
、
妥
当
性
が
認
め

下井草まちづくりラボ 
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▲当日の中村教授の資料より 

参加者から出された意見 

・高架化前提の説明になっていた 

・立ち退きなど影響を受ける人のことを考え

ると、お金の問題ではなく地下化が良い 

・鉄道連続立体交差化と一緒に再開発がある

と住民の意見より経済効果が重視。新自由主

義的考えを崩すのは区民の運動。身近な住み

よいまちづくりをしたい 

・地下、高架にせず今のままという選択肢 



   

ジェンダー平等を進める条例制定に向け 

 

今
の
時
代
に
合
わ
せ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

防
災
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布 

防
災
分
野
で
は
「
大
地
震
に
備
え

て
～
防
災
へ
の
備
え
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
、
広
報
す
ぎ
な
み
９
月
・

１０
月
号
に
防
災
特
集
が
組
ま
れ
る
ほ

か
、
来
年
１
月
１
日
号
の
広
報
す
ぎ

な
み
で
、
最
新
版
の
「
防
災
マ
ッ
プ
」

を
全
戸
配
布
す
る
た
め
の
費
用
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。 

防
災
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
は
党
区

議
団
も
求
め
て
き
た
こ
と
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

猛
暑
続
き
か
ら
解
放
さ
れ
、
朝
晩

は
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
豪
雨
被
害
が
各
地
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
能
登
半
島
で
の
被

害
が
深
刻
で
す
。
洪
水
や
土
砂
崩
れ

に
よ
る
行
方
不
明
者
や
孤
立
集
落
、

や
っ
と
入
れ
た
仮
設
住
宅
が
床
上
浸

水
に…

被
災
者
は
再
び
避
難
所
に
移

動
し
た
と
の
報
道
に
、
私
た
ち
は
言

葉
を
失
う
よ
う
な
状
況
で
し
た
。 

能
登
は
こ
れ
ま
で
豪
雨
災
害
は
少

な
か
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
が
、
地
震

で
地
盤
が
緩
ん
だ
と
こ
ろ
に
１
０
０ 

   

年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
豪
雨
で
被
害

が
こ
こ
ま
で
に
。
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
の
上
、
進
ま
な
い
復
興
が
輪

を
か
け
て
被
災
者
か
ら
生
き
る
気
力

を
奪
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

基
地
の
強
化
や
ミ
サ
イ
ル
の
購
入

に
４
３
兆
円
を
費
や
し
、
万
博
の
追

加
予
算
も
す
ぐ
に
決
ま
る
の
に
、
な

ぜ
災
害
で
苦
し
む
国
民
が
救
わ
れ
な

い
の
か
？
解
散
総
選
挙
で
自
民
党
政

治
を
変
え
る
し
か
道
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
日
本
共
産
党
を

大
き
く
伸
ば
し
て
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

あ
き
こ
の
部
屋 

今
議
会
に
「(

仮
称)

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
に
関
す
る
審
議
会
」
を
設
置
す
る
議

案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
進
め
る
条
例

制
定
を
視
野
に
、
有
識
者
や
区
民
ら

１２
人
以
内
で
構
成
し
、
来
年
秋
ご
ろ

ま
で
に
答
申
を
出
す
予
定
で
、
補
正
予

算
に
は
、
審
議
会
設
置
に
伴
う
費
用
も

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
岸
本
区
長
は
「
区
の
『
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
』
の
次
期
改
定
も
あ
る
。

記者会見で紹介された事業(一部) 

◆防災意識の高揚 1263 万円 

・広報９・１０月号で防災特集 

・広報１月１日号で防災マップを全戸配布 

◆ジェンダー平等に関する審議会の運営に

係る経費 ９３万円 

・審議会委員報酬、託児保育委託、会議録

作成委託など 

◆旧杉並中継所跡地の活用 ３８４万円 

・旧杉並中継所跡 

地を防災拠点とし 

て活用する。平時 

はアーバンスポー 

ツ施設としての活 

用を検討。整備に 

向けた調査等業務 

委託費。 

 
 
 

 

 

 

 

 

９
月
３
日
、
岸
本
聡
子
区
長
は
記
者
会
見
を
開
き
、
第
３
回
区
議
会
定
例
会

に
提
案
す
る
補
正
予
算
（
第
４
号
）
等
の
概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す
る
条
例 

杉
並
区
で
も
制
定
へ 

 

毎週 水・金曜 ２～４時半 
会場 日本共産党杉並地区委員会 

   高円寺南３-30-12 

電話 03-3314-5551 

※予約は必要ありません。 

当日現地で先着順です。 

議
団
も
求
め
て
き
た
こ
と
で
す
。 

子
ど
も
の
権
利
保
障 

 
 
 

 
 

 
 

居
場
所
づ
く
り
の
取
組
を
推
進 

 

今
議
会
で
は
、
補
正
予
算
の
ほ

か
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例

の
骨
子
案
や
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
基
本
方
針
」
素
案
も
報
告
さ

れ
、
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
民
や

子
ど
も
向
け
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

も
開
催
予
定
で
す
。 

 
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
長
期
化

す
る
物
価
高
騰
か
ら
区
民
の
く
ら

し
を
守
る
と
と
も
に
、
福
祉
や
教
育

の
拡
充
、
区
民
参
加
の
区
政
を
さ
ら

に
前
に
進
め
る
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。 

 

 


